














はじめに 

われわれは本研究班の初年度報告において国立大蔵病院ではじめた新しい母子調査票の方

法と意義について述べ,次年度は少数例ながら調査票から得られた資料の解析にもとづき

若干の中間報告を行った。今回は例数もふえたので命題でもある“新しい母子保健指標の

策定"に資するべく,正期産(妊娠 37～41 週)の児における出生体重・身長・頭囲・胸囲の 4

特性をもとにして胎児発育に影響を及ぼすと思われる諸要因の検索を行った。また近年女

性の喫煙が増加している傾向を考え,妊婦の喫煙と児のアプガー指数との関係を検討して

みた。 


